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１．研究計画の概要 

東南・南アジアの熱帯・亜熱帯性地
域は、その生物多様性の高さと地質学的・気
候学的特異性ゆえに、生物地理研究にとって
極めて興味深いフィールドである。本研究で
は、東南・南アジアに分布する淡水魚類をフ
ィールドワークにより採集し、その起源と多
様化の過程を、最新の形態的・分子的手法を
用いて解明する。各魚類が特徴的な地理分布
パターンを形成する理由を、インド亜大陸の
衝突に起因する古環境変動と生態特性の観
点から探求し、生物多様性の保全のための基
礎的知識基盤を構築する。本研究の成果は、
淡水魚類相の生態系保全を行う上で、また養
殖研究や漁業資源評価に応用するために、極
めて貴重な知識基盤となるであろう。 
 
２．研究の進捗状況 
これまでの３年間において、ミャンマー中

央部・北部、タイ中央部・南部・東部、イン
ド北東部及びオリッサ州、カンボジア西部、
ベトナム北部でフィールド採集を行なった。
その結果、タイワンドジョウ科、ナギナタ
ナマズ科、コイ科、タニノボリ科、ドジョ
ウ科、ナマズ科、ギギ科、ヒレナマズ科、
ヘテロプネーテス科、ダツ科、メダカ科、
キノボリウオ科、ナンダス科、プリストレ
ピス科、タウナギ科などから、およそ１０
００個体の標本採集を行ない、種名の同定
を行なった。これらは現地の研究協力者の
協力を得ながら、海外や日本国内の博物
館・大学等で研究標本として保管した。 
採集した標本を既存の標本と比較するこ

とで、主として形態学的な側面から分類の再
検討を行なった。その結果、例えば

Heteropneustes fossilis（ヘテロプネーテス
科）や Channa gachua（タイワンドジョウ
科）といった広域分布種が数種の別種を含む
こと、例えば Channa micropeltes（タイワ
ンドジョウ科）のような分断的な地理分布を
示す種の地域集団が、別種と認識されるべき
であることなどの新知見を得た。 
これらの知見はミトコンドリア DNA や

核遺伝子の塩基配列を用いた分子系統解析
によって強力に裏付けられた。さらに分子解
析によって、タイワンドジョウ科及びナギナ
タナマズ科のほぼ全種を網羅した系統関係
及び分岐年代を推定することに成功し、両科
のアジアにおける適応放散過程を推定する
ための新しいデータが得られた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）予定した採集地の多くを既に調査し、
多くの標本を採集できたこと。形態や分子の
研究により、タイワンドジョウ科を始めとす
るいくつかの分類群で、分類や系統に新知見
が得られたこと。 
 
４．今後の研究の推進方策	 
これまではフィールド採集に重点を置い

て研究を進めてきた。今後は１－２地点の追
加採集を行なうものの、基本的には標本の分
析に力点を移して研究を進めたい。形態デー
タや分子データの取得を加速させるととも
に、これらに基づいて得られた新知見を論文
化する作業に取り組む。特に、本研究の主題
である「インド亜大陸の衝突と気候変動によ
る南・東南アジアの古環境変動と淡水魚類の
進化の相関関係」を解明することを目指す。
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